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A 現状維持 市民大学講座の会場は上野地区の２ヶ所で実施された。今後は他の地域においても計画し、エリアを拡大していく。
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市民の方に生涯を通して学習する機会を提供することはひとが輝く社会を創造する市として重要な施策です。生涯学習の一
環として大学等と連携し市民の学習意欲に応える講演等の開催を市と民間等と協力して実施していく必要がある。

生涯学習の講座等に多くの参加者が集うことが成果を図る目安となる。しかし、平成１９年度は当初の目標通りの結果と
なった。その理由として、演題のテ－マに合った受講対象者へ講座の周知に努めたことが結果に結びついた。又、生涯学習
市民講座に人権をテーマとした講座を設け、生涯学習の基本を確認する場が出来た。

計画通りに講座を実施した。又、人権にテーマを絞った生涯学習市民講座を開催した。

教育機関（大学）の全面協力により質の高い内容を安価な費用で実現されている。削減の余地はない。
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市民の学習意欲に応えることで自己実現が図れる。学習機会が増
え、参加者が増加する。また、大学の機関と連携することによって、
少ない経費で学習の機会提供を図る。
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２次評価対象分

行革大綱の重点事項番号
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市民大学講座の開催　演題
・介護と生命倫理
・高齢者虐待について
・地震災害の現実と地震対策～地域で取組む実践的活動とは？～
・家庭の子育てと教育
・メタボリックシンドロームと生活習慣
・高齢期の健康について－介護予防に焦点をあてて－
生涯学習市民講座
・渡辺千賀子おはなしコンサート

講演会や学習会等は、教育委員会や関係団体がそれぞれ
独自で実施をしているが、類似事業の統合や、魅力ある講
師、講演内容向上の取り組みをしている。
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